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新
彊
財
経
大
学
は
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
（
以

下
、
新
彊
）
の
経
済
エ
リ
ー
ト
養
成
校
で
あ
る
と
同

時
に
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
（
中
国
少
数
民
族
漢
語
水
平
等
級
試

験
）
の
新
彊
に
お
け
る
拠
点
校
で
も
あ
る
。
Ｍ
Ｈ
Ｋ

と
は
、
文
字
通
り
少
数
民
族
の
た
め
の
漢
語
能
力
試

験
を
意
味
し
、
中
国
の
少
数
民
族
の
若
者
た
ち
は
、

進
学
・
求
職
等
、
中
国
社
会
で
生
き
て
ゆ
く
た
め

に
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
こ
の
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
資
格
が
要
求

さ
れ
る
。
近
年
、
日
本
で
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
Ｈ
Ｓ
Ｋ
（
漢
語
水
平
試
験
）
が
海
外
の
中
国

語
学
習
者
に
対
す
る
試
験
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
Ｍ

Ｈ
Ｋ
は
Ｈ
Ｓ
Ｋ
の
少
数
民
族
版
と
い
っ
て
よ
い
。

新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
（
以
下
、
新
彊
）
の
首
府
ウ

ル
ム
チ
は
、
俗
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
「
へ
そ
」
と
呼

ば
れ
る
。「
へ
そ
」
つ
ま
り
中
心
、
地
理
学
的
用
語
を

使
え
ば
、
到
達
不
能
極
（Pole of inaccessibility

）。

ウ
ル
ム
チ
は
海
か
ら
の
距
離
が
二
、六
四
五
㎞
と
、ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
の
中
で
も
っ
と
も
奥
ま
っ
た
場
所
に
位
置

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
地
理
的
条
件
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
の
東
側
に
築
か
れ
た
漢
語
世
界
の
影
響
を
、
こ
れ
ま

で
限
ら
れ
た
も
の
に
し
て
き
た
。

近
年
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
奥
深
く
に
位
置
す
る

新
彊
で
も
漢
語
が
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。
実
際
、

二
〇
一
一
年
に
開
始
さ
れ
た
第
十
二
期
五
ヶ
年
計
画

で
は
、
全
国
の
学
前
教
育
（
日
本
の
幼
稚
園
教
育
に

相
当
）
の
整
備
・
普
及
に
軌
を
合
わ
せ
、
新
彊
で
も

民
族
語
と
漢
語
の
二
言
語
を
使
用
す
る
双
語
幼
稚
園

三　

橋　

秀　

彦

　

新
彊
に
お
け
る
漢
語
教
育
の
現
在

を
整
備
し
、
少
数
民
族
の
子
供
た
ち
も
幼
稚
園
の
段

階
で
漢
語
学
習
を
開
始
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い

る
。
言
語
学
習
の
様
相
は
、
そ
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
か
た
ち
、
ひ
い
て
は
人
々
の
意
識
に

深
い
影
響
を
与
え
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
本
稿

で
は
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
今
日
の
新
彊
に
お
け
る

漢
語
教
育
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
て
み
た
い
。

チ
ュ
ル
ク
語
の
空
間
と

　
　
　
イ
リ
ミ
ン
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム

新
彊
に
は
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
し
て
自
治

区
名
称
に
入
っ
て
い
る
ウ
イ
グ
ル
族
の
他
に
、
数

多
く
の
民
族
が
暮
ら
し
て
い
る
。
人
口
の
多
い
順

に
、ウ
イ
グ
ル
族（
四
十
六
％
）、漢
族（
三
十
九
％
）、

回
族
（
四
％
）、
キ
ル
ギ
ス
族
（
一
％
）、
モ
ン
ゴ

ル
族
（
一
％
）
と
続
き
、
ウ
イ
グ
ル
・
キ
ル
ギ
ス

族
は
チ
ュ
ル
ク
語
系
民
族
と
し
て
、
言
語
的
に
は

東
は
シ
ベ
リ
ア
の
ヤ
ク
ー
ト
語
、
西
は
ト
ル
コ
語

な
ど
、
中
央
ア
ジ
ア
の
東
西
に
広
が
る
母
語
人
口

一
億
の
人
々
に
と
っ
て
の
祖
地
、
歴
史
的
、
文
化

的
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
呼
ば
れ
る
空
間
で
暮
ら
し

て
い
る
。

帝
政
ロ
シ
ア
の
時
代
、
ロ
シ
ア
の
東
方
拡
大
に

と
も
な
い
、
一
八
六
〇
年
代
、
チ
ュ
ル
ク
語
系
の

タ
タ
ー
ル
人
に
対
し
て
、
ヴ
ォ
ル
ガ
川
上
流
の
中

心
都
市
カ
ザ
ン
を
拠
点
に
、
母
語
と
ロ
シ
ア
語
を

使
用
し
た
教
育
、
す
な
わ
ち
今
日
の
中
国
で
い
う

双
語
（
二
重
言
語
）
教
育
の
実
験
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
シ
ス
テ
ム
の
創
始
者
こ
そ
が
、
ロ
シ
ア
の
少
数
民

族
語
教
育
の
父
と
し
て
知
ら
れ
る
ニ
コ
ラ
イ
・
イ

リ
ミ
ン
ス
キ
ー
（
一
八
二
二
│
一
八
九
一
）
で
あ

る
。
イ
リ
ミ
ン
ス
キ
ー
が
確
立
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、

一
八
七
〇
年
の
ロ
シ
ア
の
「
異
教
人
教
育
規
則
」
で

も
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
、

ス
テ
ッ
プ
総
督
府
で
は
イ
リ
ミ
ン
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
た
民
族
言
語
と
ロ
シ
ア
語
を
併
用
し
た

教
育
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
旧
ソ
連
に
属
す
る

チ
ュ
ル
ク
語
地
域
で
は
、
例
え
ば
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

で
は
一
八
九
七
年
、
識
字
率
に
し
て
七・
五
％
（
民
族

語
六・
一
％
、
ロ
シ
ア
語
一・
四
％
）
だ
っ
た
の
が
、
そ

の
後
、
二
十
五・
二
％
（
一
九
二
五
）、
八
十
三・
六
％

（
一
九
三
九
）、
九
十
六・九
％
（
一
九
五
九
）
と
識
字
率

は
急
速
に
向
上
し
た
。ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
も
、三・六
％

（
一
八
九
七
）、十
一・六
％
（
一
九
二
六
）、七
十
八・七
％

（
一
九
三
九
）、
九
十
八・
一
％
（
一
九
五
九
）
と
同
じ

傾
向
が
観
察
さ
れ
る
（
塩
川
伸
明
「
ソ
連
言
語
政
策

史
再
考
」）。
民
族
文
字
・
文
章
語
の
創
造
、
民
族
言

語
の
ラ
テ
ン
・
キ
リ
ル
文
字
表
記
、
民
族
言
語
を
使

用
し
た
教
育
な
ど
、
ロ
シ
ア
帝
国
、
ソ
連
の
少
数
民

族
言
語
政
策
は
連
続
性
が
強
く
、
現
在
、
中
国
で
実

施
さ
れ
て
い
る
双
語
教
育
の
源
流
も
、
そ
こ
に
起
源

し
て
い
る
。

漢
字
世
界
の
表
音
化

　
　
　
―
ラ
テ
ン
化
新
文
字
と
ピ
ン
イ
ン

世
界
の
主
要
言
語
の
中
で
、
漢
語
は
漢
字
と
い
う

表
意
文
字
の
み
を
書
記
言
語
と
す
る
点
で
特
異
な

位
置
を
占
め
て
い
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
よ
う
な

表
音
文
字
の
場
合
、
限
ら
れ
た
基
本
文
字
を
習
得
す

れ
ば
、
人
々
は
日
常
生
活
で
話
し
て
い
る
内
容
を
容

易
に
文
字
化
で
き
る
。
英
語
は
二
十
六
の
ラ
テ
ン

文
字
、
ロ
シ
ア
語
は
三
十
三
の
キ
リ
ル
文
字
を
人
々

が
習
得
し
さ
え
す
れ
ば
、
庶
民
の
日
常
世
界
に
一
挙
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に
文
字
が
浸
透
す
る
。
漢
語
の
場
合
、
そ
う
は
ゆ
か

な
い
。
実
際
、
中
国
で
は
今
日
の
少
数
民
族
に
対
す

る
漢
語
教
育
の
基
本
方
針
を
示
す
「
全
日
制
民
族
小

中
学
校
漢
語
語
文
教
学
大
綱
」（
一
九
八
二
）
で
も
、

初
等
・
中
等
教
育
で
二
、五
〇
〇
前
後
の
漢
字
、
六
、

〇
〇
〇
語
の
常
用
語
の
習
得
を
必
要
と
し
て
い
る
。

日
本
の
当
用
漢
字
が
一
、八
五
〇
字
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
中
国
人
、
特
に
漢
語
を
母
語
と
し
な
い
少
数
民

族
が
「
中
国
人
」
ら
し
く
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
て
ゆ

く
に
は
、
漢
字
学
習
の
負
荷
が
い
か
に
過
酷
な
も
の

で
あ
る
か
は
容
易
に
想
像
が
つ
こ
う
。

中
華
人
民
共
和
国
建
国
時
の
識
字
率
は
二
〇
―

三
〇
％
で
あ
る
。
漢
族
で
あ
っ
て
も
大
多
数
の
人
々

に
と
っ
て
、
つ
い
六
〇
年
前
ま
で
漢
語
は
「
話
し
、

聞
く
」
対
象
で
あ
っ
て
も
、「
読
み
、
書
く
」
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
中
国
に
も
日
本
の
仮
名
の
よ
う
な

書
記
世
界
と
音
声
世
界
を
媒
介
す
る
も
の
が
必
要

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
話
を
再
び
、
中
央
ア
ジ
ア
に
戻
そ
う
。
冒

頭
、
紹
介
し
た
イ
リ
ミ
ン
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
型
教

授
法
は
、
ソ
連
に
な
っ
て
も
採
用
さ
れ
、
中
央
ア
ジ

ア
で
は
、
一
九
二
八
年
に
ラ
テ
ン
文
字
（
一
九
四
〇

年
以
降
は
キ
リ
ル
文
字
）
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の

代
替
が
急
速
に
進
ん
だ
。
同
時
に
、
教
育
の
普
及
と

あ
い
ま
っ
て
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か

け
て
、
民
族
語
レ
ベ
ル
で
の
識
字
率
は
急
速
に
向

上
し
、
そ
の
結
果
、
中
央
ア
ジ
ア
の
都
市
部
で
は
、

生
活
文
化
の
ソ
連
化
が
進
展
し
た
。
他
方
で
、
同
時

期
、
ソ
連
領
内
に
は
沿
海
州
を
中
心
に
漢
族
と
い
う

少
数
民
族
が
存
在
し
、そ
の
多
く
は
文
盲
で
あ
っ
た
。

一
九
二
八
年
、
中
国
ソ
ビ
エ
ト
科
学
調
査
研
究
所

は
、
ソ
ビ
エ
ト
領
内
の
漢
族
の
た
め
に
、
漢
語
表
記

の
た
め
に
ラ
テ
ン
文
字
を
使
用
し
た
「
ラ
テ
ン
化

新
文
字
」
を
、
当
時
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
現
サ
ン

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）
で
考
案
し
た
。
当
時
モ
ス
ク

ワ
に
い
た
初
期
中
国
共
産
党
の
指
導
者
瞿
秋
白
た

ち
が
こ
れ
に
改
良
を
加
え
、
そ
れ
は
魯
迅
・
郭
沫
若

な
ど
の
左
翼
系
知
識
人
の
共
感
を
得
て
、
日
中
戦
争

期
、
延
安
な
ど
中
国
共
産
党
の
根
拠
地
で
の
識
字
教

育
で
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
「
ラ

テ
ン
化
新
文
字
」
こ
そ
、
今
日
、
世
界
中
の
中
国
語

学
習
者
が
学
習
す
る
ピ
ン
イ
ン
の
起
源
で
あ
る
。

普
通
話
か
ら
国
家
語
へ

新
彊
は
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
名
称
が
し
め
す

よ
う
に
高
度
の
民
族
自
治
地
域
で
あ
る
。
一
九
五
四

年
に
制
定
さ
れ
た
中
国
民
族
自
治
区
域
自
治
法
で

も
、
民
族
自
治
地
域
で
は
、
教
育
・
行
政
・
司
法
等

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
漢
語
と
並
ん
で
民
族
言
語
の
使

用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
新
彊
の
場
合
、
高
等

教
育
で
は
漢
語
が
教
学
言
語
と
な
る
が
、
中
等
教
育

ま
で
は
、
民
族
語
学
校
を
整
備
し
、
民
族
語
よ
る
教

育
が
保
障
さ
れ
て
き
た
。
新
彊
で
も
、
旧
ソ
連
の
中

央
ア
ジ
ア
国
家
の
よ
う
に
民
族
文
字
の
キ
リ
ル
文
字

化
、
漢
族
の
よ
う
な
ラ
テ
ン
文
字
化
の
実
験
が
五
〇

―
七
〇
年
代
試
み
ら
れ
た
が
、
挫
折
し
、
今
日
で
も

ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
使
用
し
た
民
族
語
教
育
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
言
語
政
策
に
変
化
が
お
き
、
本
論
の
冒

頭
で
紹
介
し
た
漢
語
教
育
が
義
務
化
さ
れ
た
の
は
、

二
〇
〇
一
年
の
国
家
通
用
言
語
文
字
法
制
定
以
降

で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
漢
語
は
そ
れ
ま
で
の
多
民
族

国
家
中
国
の
族
際
語
（
例
え
ば
、
漢
族
と
ウ
イ
グ
ル

族
、
ウ
イ
グ
ル
族
と
モ
ン
ゴ
ル
族
）
と
し
て
の
普
通

話
か
ら
、
中
国
公
民
が
義
務
教
育
を
通
じ
て
習
得
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
国
家
語
へ
と
地
位
を
高
め
た
。

Ｍ
Ｈ
Ｋ
（
中
国
少
数
民
族
漢
語
水
平
等
級
試
験
）

で
は
、
高
等
教
育
機
関
で
学
ぶ
少
数
民
族
の
学
生

は
３
・
４
級
受
験
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
高
等
教
育
機
関
の
教
師
に
は
Ｍ
Ｈ
Ｋ
４
級
、

初
等
教
育
で
も
３
級
が
採
用
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

Ｍ
Ｈ
Ｋ
４
級
は
、
日
本
の
中
国
語
学
習
者
が
受
験

す
る
Ｈ
Ｓ
Ｋ
に
換
算
す
る
と
、
新
Ｈ
Ｓ
Ｋ
の
５
か

ら
６
級
に
相
当
す
る
。
漢
語
世
界
の
東
西
、
日
本
・

新
彊
で
大
学
生
達
が
同
じ
レ
ベ
ル
の
中
国
語
習
得

に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
は
、
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
の
到
来
を
象
徴
す
る
今
日
的
光
景
で
あ
る
。

一
八
六
〇
年
代
、
ヴ
ォ
ル
ガ
川
上
流
の
中
心
都
市

カ
ザ
ン
に
始
ま
っ
た
タ
タ
ー
ル
人
に
対
す
る
教
育

の
試
み
は
、
激
動
の
二
〇
世
紀
、
国
際
関
係
の
変
容

に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
後
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
・
延
安
を
経
て
、
時
空
を
超
え
二
〇
一
二

年
の
日
本
そ
し
て
新
彊
に
ま
で
続
い
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
へ
の
招
待

ウ
ル
ム
チ
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
到
達
不
能

極
、
重
心
で
あ
る
。
重
心
と
は
、
質
量
を
帯
び
た

物
質
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
ど
ん
な
に
重
く

複
雑
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
最
も
効
率
的
に
支
え

ら
れ
る
点
を
意
味
す
る
。
中
国
・
ロ
シ
ア
と
い
う

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
西
の
二
大
大
国
に
と
っ

て
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
呼
ば
れ
た
新
彊
・
中
央
ア

ジ
ア
諸
国
の
も
つ
地
政
学
上
の
重
要
性
は
、
こ
の

重
心
の
例
え
か
ら
も
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
今

日
の
中
央
ア
ジ
ア
で
起
き
て
い
る
変
動
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
山
脈
と

い
う
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
分
っ
て
き
た
地
理

学
的
概
念
を
、
想
像
力
逞
し
く
縦
横
に
超
え
往
復

す
る
よ
う
な
柔
軟
な
思
考
様
式
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
意
味
で
も
地
域
と
し
て
の
中
央
ア
ジ
ア
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
現
実
に
根
差
す
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
は
欠
か
せ
な
い
。
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
山
脈

を
跨
い
で
暮
す
チ
ュ
ル
ク
語
の
空
間
を
よ
り
深
く

理
解
す
る
上
で
も
、
同
じ
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
語

族
で
あ
る
日
本
人
に
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
特

に
求
め
ら
れ
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
国
際
関
係
学
部　

み
つ
は
し
ひ
で
ひ
こ
）
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